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産総研実験結果	  
Talbot-‐Lau干渉計モアレ	

見かけのモアレ縞visibility：7%	
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CCDカメラ（AIST）	

Imaging	  Plate	
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見かけのモアレ縞visibility：28%	

2014.4	

全て露光時間３０分	



画像再生処理	
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By	  IP	

アーチ状パターンは縞
走査のステップエラー
によるモアレ縞の痕跡	

By	  CCD	



課題等	

p LCSの線質である疑似単色性のメリットが見
られる撮影（シミュレーションでは
visibility60%）の実現が目標	  
p 強度不足によるS/Nの圧倒的不足	  
p 線量計測（通常、数mGyで撮影）	  

p 制動Ｘ線のかぶりによる画質劣化	  
p 長時間露光の間のドリフトの有無？	  

p 縞走査の自動化	  
p  フォトンカウンティング型Ｘ線検出器の試用	  


